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［成果情報名］ウンシュウミカンの夏期の着果負担が細根量と水ストレスにおよぼす影響

［要約］夏期の着果負担が小さく新梢発生の多い樹では細根量が多く、新根率も高いが、

着果負担が大きく、新梢発生の少ない樹では新根発生が極端に抑えられる。また着果負担

が大きいほど水分ストレスがかかりやすい。
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［背景・ねらい］

近年極端な干ばつや大雨、高温などの異常気象が頻発し、ウンシュウミカンの品質や収

量が不安定になっている。高品質ミカンを連年生産するためには土壌タイプや気象変化に

対応した新たな灌水指標が必要である。そこで、着果負担の違いが細根量におよぼす影響

を調査し、灌水指標作成の基礎データとする。

［成果の内容・特徴］

１．細根量は樹によるバラツキはあるものの着果が少ない樹で多い値であり、通常の時期

に摘果した樹と摘果を遅らせ着果負担をかけた樹でほぼ同等である（図１、２）。

２．新根率は着果が少ない樹で最も高い値を示し、摘果を遅らせ着果負担をかけた樹で最

も低い値を示す（図３）。特に着果が少ない樹は59.8%が新根であるのに対し、摘果を遅

らせ着果負担をかけた樹では3.8%と極めて少ない。

３．着果負担に関わらず晴天が続くと日没後の葉の水ポテンシャルは低下するが、摘果を

遅らせ着果負担をかけた樹でその低下が早く、より早く強い水分ストレスがかかる（図

４）。

［成果の活用面・留意点］

１．本成果は5～6月の降雨が少なく、新根発生が7月以降に遅延した条件下での結果であ

る。

２．着果負担が大きい樹では新根が少なく、同じ気象経過であっても水分ストレスがかか

りやすいと考えられるため、乾燥が続くときにはかん水の頻度を増やすなど過度な水分

ストレスがかからないよう水管理に注意する。

３．細根量を確保するためには過度な着果負担を避けるとともに、堆肥の投入等の土づく

りを継続して行い、特に新根発生時期である５～６月に土壌を乾燥させないよう1回あ

たり10～20mm程度のかん水を行う。

４．品質向上を目的として後期摘果法に取り組む場合は事前に土づくり等を十分に行い、

葉数や細根量を十分に確保してから実施する。



［具体的データ］

表1 試験区の設定

試験区 摘果方法

着果少区 着花の少ない樹を選び、2009年7月13日に葉果比60に摘果

慣行摘果区 2009年7月13日に葉果比15、2009年8月13日に葉果比25に摘果

後期摘果区 2009年8月13日に葉果比10、2009年9月11日に葉果比25に摘果

※供試樹：和果試場内植栽35年生‘宮川早生’3樹/区
※各区ともマルチ被覆は行わず、施肥・かん水は同様に行った
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ＨＰ掲載の可否：可

図１ 着果管理の違いと新根（上段）と
旧根（下段）の比率

※2009年9月7日に1樹あたり1カ所樹冠下を縦40cm

×横40cm×深さ10cm掘り、細根(2mm以下)を採

取。新根と旧根は細根の外観で分類。

図２ 着果管理の違いが細根量におよ
ぼす影響
縦棒は標準偏差
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図３ 着果管理の違いが新根率におよ
ぼす影響
縦棒は標準偏差
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図４ 着果管理の違いが日没直後の葉の水
ポテンシャルの推移におよぼす影響
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